
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和６年度第２回地方卸売市場宮古市魚市場運営委員会を次のとおり開催しまし

た。 

 

  令和７年２月 17日 

 

地方卸売市場宮古市魚市場運営委員会  

 

１ 開催日時 

  令和７年１月 21日（火）午前 10時 00分～午前 11時 00分 

 

２ 開催場所 

  宮古市魚市場会議室 

 

３ 議題 

（１）宮古市魚市場の水揚状況について      

（２）宮古市魚市場の維持管理状況について       

（３）宮古市魚市場経営戦略の中間見直しについて 

  

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  産業振興部水産課水産振興係 電話０１９３－６８－９０９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 

令和６年度第２回地方卸売市場宮古市魚市場運営委員会 開催結果 

 

 

１ 出 席 者（８名） 

  山根秀幸、山崎義広、佐藤智之、島香尚、須藤一保、佐藤一彰、花坂康太郎 

大濱晴美 

 

２ 欠 席 者（２名） 

  鈴木徹、小笠原信子 

 

３ 事務局出席者（５名） 

  産業振興部長              岩間 健 

産業振興部農林水産振興次長       飛澤 寛一 

産業振興部水産課長           中西 秀彦 

産業振興部水産課副主幹兼水産振興係長  中野 昇二 

産業振興部水産課水産振興係主任     佐々木大輔 

 

４ 傍聴者 

  ０人 

 

５ 議事等 

  （１）宮古市魚市場の水揚状況について 

     宮古市魚市場の水揚状況（令和６年４月～12月分）について、事務局から

報告した。 

（２）宮古市魚市場の維持管理状況について 

     宮古市魚市場の維持管理状況（令和６年４月～12月分）について、事務局 

から報告した。 

（３）宮古市魚市場経営戦略の中間見直しについて 

宮古市魚市場経営戦略の中間見直しについて、事務局から説明、審議を行 

った。一部修正のうえ承認された。 

 

 



２ 

質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【議題(１)「宮古市魚市場の水揚状況につい

て」】 

（委員） 

 これから水揚げが増えそうな魚種は何か。 

 

 

【議題(２)「宮古市魚市場の維持管理状況に

ついて」】 

＜質疑なし＞ 

 

【議題(３)「宮古市魚市場経営戦略の中間見

直しについて」】 

（委員） 

魚市場の使用料が増えるのは、水揚げが増

えることを見込んでのものか。 

 

（委員） 

 資料№３の４ページに「廻来船等の誘致」

とあるが、順番が逆だと思う。一番大事なの

は、買受能力の方である。例えば、サンマ船

は、10円でも20円でも高く買ってくれる港に

入る。（意見） 

 

（委員） 

買受人がたくさんいた頃は、100億円、120

億円という水揚金額は難しくなかった。しか

し、今は30億円、40億円という状況なので、

やはり大事なのは買受能力の部分になると

思う。県も市もこの点について、考えてほし

い。（意見） 

 

（委員） 

イワシが大漁であれば良いということだ

が、小さな小売屋は、小さいサイズのイワシ

が獲れても商売にならない。今獲れているイ

ワシは、ほとんど商売にならないサイズであ

 

 

（市魚市場） 

定置では、イワシなどの青物になる。トロ

ールでは、例年は秋口からスルメが獲れる

が、今年度は11月で終わってしまった。 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

水揚げの増加を計画しているので、それに

伴って使用料も増える見込みとしている。 

 

（事務局） 

 順番については、修正する。 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 承知した。 

 

 

 

 

 

 

（市魚市場） 

先日のように、100トン以上水揚げされる

ようだと手作業での選別は不可能である。選

別機を導入した方が良いか、費用対効果を十

分考慮したうえで、検討していく。 



３ 

る。そのため、小売屋からすれば、もう少し

選別してほしい。手間はかかるが、高くても

買ってもらえると思う。（意見） 

 

（委員） 

三陸沿岸道路ができたことが、宮古にプラ

スに働くと思っていたが、他の魚市場にプラ

スに働いている状況である。宮古市の業者も

他地域から魚等を購入している。のんびりし

ていると、ますます宮古市魚市場は厳しい状

況になっていく。（意見） 

 

（委員） 

資料№３の４ページ、「買受能力の拡充」

とあるが、具体的にはどのようなことを想定

しているのか。戦略なので、具体的に何に取

り組むのかが書いてあった方が良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

宮古の加工業者は小さい会社がほとんど

だが、逆にそれぞれ特徴を出して仕事をして

いる。その中で、ブランド化の視点で考える

と、イワシのような魚を大量に水揚げされた

ときに、皆で共通の加工品を作ろうという取

り組みがあっても良いと思う。そのような連

携があれば、宮古ももう少し勢いが出てくる

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

市外から新たな買受人に来ていただくと

いうような内容を書くのもどうなのかと悩

んで、シンプルな表現とさせていただいた。

先ほど話に出ていたが、選別することで、地

元の企業が買ってくれるのであれば、検討し

ていくべきだし、そのほかに、大量に水揚げ

された場合でも買ってくれる大きい企業に

来てもらう必要もあるかもしれない。そのよ

うな思いがあって、明記するのを悩んだ。皆

さんが書いた方が良いというのであれば、こ

れまでの話も含めて明記したいと思います

が、いかがか。 

（「書いた方が良い」との声） 

 明記することとしたい。 

 

（岩手県） 

以前、県で加工品コンクールというものを

開催していたが、最近は開催していない。 

何かPRにつながるメニューの開発等、行政で

支援できることがないか、市と連携して検討

していきたい。 

 


